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近年、米探査機による火星データの公開が進み、表層地形・環境に関する知見が急増している。本レビューで
は、これまで取得された火星表層データの種類と主な成果と、これから到着する探査機の狙いを簡単にまとめる。
それらを踏まえて、比較惑星学の観点からどんな総合科学が可能になりつつあるか、火星クレーターと表層環境を
例にとって紹介する。 
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